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           　　　　　　　    詞曲　園田鉄美

戦争のおろかさ　胸にきざんで　（確かに）
憎しみも怒りも武器も捨て去り　（海の底に）
いのちの重み　愛おしさを
この歌にこめて　君に
　※ＬＯＶＥ　　国や言葉をこえて
　　ＰＥＡＣＥ　世界中にひろがれ
　　遠い未来の夢ではなく
　　今を生きる　この時代に

ふるさとの森や海がいつまでも　（変わらぬよう）
鳥やけものや魚や虫たちも　（同じいのち）
母なる地球　その青さを
この歌にこめて　君に
　※（繰り返し）

新しい時代の扉ひらいて　（さわやかに）
人と人のこころ通わせ　（ときめいて）
いのちの尊さ　その輝き
この歌にこめて　君に
　※（繰り返し）
　※（繰り返し）

来世紀には、子どもたちに平和で豊かな自然の地球を引き継いでいかなければという思いは、
2000年の世紀末（ミレニアム）の年の世界の人々の共通の思いであったろう。
そんな思いの私に熊本の大津小学校の子どもたちとの歌を通じた出会いが、この詞を書く
エネルギーをくれた。
出来上がった歌を自らうたってみるうちに、この歌が子どもたちを含むたくさんの人々に
うたい継いでいってもらえばとの思いがあふれたことを今でも忘れない。
２０００年創作


